
認知症ピアサポートとは

“ピア（peer）”とは英語で「仲間、対等者」という意味の
言葉です。認知症ピアサポートとは、認知症の人（ピアサ
ポーター）がその経験を生かしながら、他の認知症の人の
ために相談支援を行うことです。実体験から来る感情を共
有することで、専門職による支援では得がたい安心感や自
己肯定感が得られます。認知症の人の自立に向けた意欲の
向上や、地域生活を続ける上での不安の解消などを目的と
しています。当院では、ピアサポーターと1対1で対話する
“個別相談”と数人で対話する“本人ミーティング”を開始し
ました。また、ご家族を対象とした“家族ピアサポート”も
行っています。



川崎医科大学高齢者医療センター × 川崎医療短期大学

認知症の人の活躍推進事業イメージ
当院ピアサポート活動

本人ミーティング
家族ミーティング

川崎医療短期大学

認知症カフェ
・ 学生ボランティア・教官
・ 医療専門職(当院)
・ 地域包括支援センター
・ 地域住民
・ 認知症の人と家族の会

当院と地域

就労支援
・ 両立支援コーディネーター
・ 若年性認知症コーディネーター
・ 地域包括支援センター
・ 認知症サポート企業
・ 学生ボランティア
・ 地域住民

当院ピアサポート活動

個別相談
家族相談

・ ピアサポートコーディネーター
・ 外来看護師

・地域包括支援センター
・ケアマネージャー



・ 50歳代男性。アルツハイマー病。起業予定

・ 80歳代女性。不安を覚えながらも、認知機能低下を受け入れ

薬物治療しないことを選択

・ 70歳代女性。アルツハイマー病。お話し好き

・ ８０歳代男性。アルツハイマー病。リーダータイプ

・ 70歳代女性。夫がレビー小体型認知症

・ 60歳代女性。夫がアルツハイマー・レビー小体型混合認知症

自宅介護経験あり。看護師

・ 80歳代男性。妻がアルツハイマー病

・ 50歳代女性。義母がアルツハイマー病

自宅介護の後、施設で看取り経験あり

ピアサポーターにはこんな人がいます

家族ピアサポーターにはこんな人がいます



本人ミーティングの様子

毎月 第3土曜日 午前10時頃から行っています

話題は、認知症カフェの企画提案、もの忘れ防止のライフハック、
ボランティア活動や就労についてなど様々。

事前申し込みをお願いしていますが、人数によっては飛び入り参
加もできます。



第1回 第2回

本人ミーティング・アーカイブ

第３回 第４回

c

2０24年１１月2日

・ 当事者4名

・ ご家族等2名

“しばらくは、自由に話が
できる座談会、おしゃべり
会が良い”

2０24年１2月21日

・ 当事者５名

・ ご家族等３名

“回数を増やしてほしい。外
来でも他の患者と話したい
レジに立つときの不安”

2０25年１月18日

・ 当事者５名

・ ご家族等４名

“街中散歩のルート作って。
自助として草刈り、困って
る人多いだろうから”

2０25年2月1５日

・ 当事者５名

・ ご家族等３名

・ 学生2名

“（全員）カラオケが好き。若
い人の意見が聞きたい”

この日は家族の会の
スタッフさん2名が
来てくださいました。



コーディネーター（大西・秋山）

外来看護師

患者診療支援センター

ピアサポート活動 ワーキングチーム

私たちがパートナーです



“気持ちが沈んで元気が出ない”
“将来が不安でたまらない”
認知症と診断された後、多くの方がその様
な気持ちになります
川崎医科大学高齢者医療センターはそんな
方々にパートナーとして寄り添います



2024年10月12日 2０24年１2月7日

こもれびカフェ

202５年２月２2日

ワーキングチーム



2025年こもれびカフェ

８月３０日 １０月２５日 １２月6日

学生企画
Coming
soon

２月２２日 ４月１２日 ６月２８日

料理教室
Coming
soon

料理教室
Coming
soon

終了


